
２０２３年 ２月 ６日（曇り） 第１週 第２４１５回例会

Song ”君が代・奉仕の理想”

Guest 米山奨学生 朱 天斉さん

Attendance

会員 ６8名 欠席 ８名 出席率 ８５．１９％

President Time 臼井幹裕 会長

皆さん、こんにちは。２月最初の例会です。先週のクラ

ブアッセンブリー（中間報告）を終えて、臼井年度も後半、

会社でいう第3四半期、第4四半期に入っていきますが、鞭

を入れて頑張って参ります。早速に谷川委員長、鈴村委員

（兼2760地区国際奉仕委員長）を中心とする国際奉仕委

員会は、2月1日からベトナム・キエンジャン省に出向き、

子どもらに清潔な飲用水を提供する水ろ過装置の設置事業

の受入式に出席していただきました。後藤副会長、大西幹

事も同行され大役を務め、ありがたく思います。また、嬉

しいニュースがありまして、社会奉仕委員会の先般のフー

ドドライブの活動（その活動報告は1月30日週報に掲載）

が、中日新聞に続き2月3日付け毎日新聞でも取り上げられ

ました。

さて、ロータリーの２月は、平和構築と紛争予防月間で

す。思えば、1年前の2月24日にロシアのウクライナ侵攻

が始まり、今も続いています。本日は、平和構築との関連

で、日本国憲法の平和主義の原理についてお話します。人

類の長い戦争の歴史の中から、戦争を制限して平和を実現

するための平和主義思想が生み出されてきました。17世紀

のグロチウス「戦争と平和の法」、18世紀のカント「永遠

平和のために」などです。その後、諸外国で平和を志向し

戦争廃絶の努力を示す憲法が現れました。日本国憲法の平

和主義は、その国際的な流れを踏まえていますが、3つの

点、①一切の戦争・武力行使の放棄、②軍隊の不保持、③

交戦権の否認の3つの点で徹底した戦争否定の態度をとっ

ています。それは、戦争を政治課題解決のための外交手段

の1つとするクラウゼヴィツの考えの対極にあります。そ

の徹底した態度は、総力戦化や核兵器の登場など当時の時

代状況の影響を受けていると思えます。皆さん、憲法の前

文を読まれたことがありますか。この格調高い文章は、そ

の時代が生み出した側面があると感じます。ちょっと長く

なりますが、紹介させて下さい。まず前文は「政府の行為

によって再び戦争の惨禍が起こることのないようにするこ

Today ２月１３日（第２４１６回）

担当 寺澤正樹 職業奉仕委員長

演題 クラブフォーラム

職業奉仕委員会

Next Week ２月１８日（第２４１７回）

担当 臼井幹裕 会長

演題 西尾張分区IM

於：グランコート名古屋 １６：００点鐘
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とを決意し、」また「日本国民は、恒久の平和を念願し、人

間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであ

って、平和を愛する諸国民の公正と信義を信頼して、われ

らの安全と生存を保持しようと決意した。われらは平和を

維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去し

ようと努めている国際社会において、名誉ある地位を占め

たいと思う。われらは全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠

乏から免れ、平和のうちに生存する権利を有することを確

認する。」としています。私は、この先のフレーズが好きで、

「われらは、いずれの国家も、自国のことのみに専念して

他国を無視してはならない」とし「日本国民は、国家の名

誉にかけて、全力をあげて崇高な理想と目的を達成するこ

とを誓う。」としています。この意味は、平和構想を提示し

たり、国際的な紛争・対立の緩和に向けて提言を行ったり

して、平和を実現するために積極的な行動をとるべきこと

を要請していることであるとされています（積極的平和主

義・芦部信喜「憲法」第7版）。実はRIも、同じ思想に立っ

て平和センターを設置し、国際平和フェローシップ（奨学

金）を用意しています。平和フェローは、国際基督教大学

や海外の大学で学んでいます（https://www.rotary.org/j

a/promoting-peace-rotarys-peacebuilding-history-a

round-world）。私は、もしその候補者を見いだすことが

できれば幸せです。私は、クラブ計画書に「平和構築と紛

争予防に関心を」と書きましたが、その後、何もできてい

ません。でも、今回の国際奉仕のプロジェクトを実施し、

子どもらの笑顔を見ると、それを通じて、紛争の根底にあ

る貧困、資源の不均等な分配などの原因を取り除くことに

つながり、より平和な世界となることを期待しています。

皆さんのご協力をよろしくお願いします

Secretary Report 大西晃弘 幹事

１ ロータリーレートが2月1日より１ドル130円（1月1

32円）に変更となりました。

２ 第3回次期準備理事会のご案内

日時 2月13日（月）18:00

場所 元海

米山奨学生 朱 天斉さんに奨学金贈呈

ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

臼井幹裕 会長

津島税務署大島幹夫署長、本谷統括国税調査官、本日

はよろしくお願いします。

谷川国際奉仕委員長はじめベトナム訪問の皆様、お疲

れ様でした。

後藤裕一 副会長

ベトナムでの国際奉仕事業、無事挙行出来ました。現

地において大西幹事、谷川委員長、鈴村君、大変お世

話になりました。有難うございます。フランスのバル

マRCの前会長との予期しあい出会いなど、感慨深い

旅行でした。

大島幹夫津島税務署長、本日の卓話よろしくお願いい

たします。

大西晃弘 幹事

ベトナムでの水ろ過装置贈呈式に参加してまいりまし

た。谷川国際奉仕委員長、後藤裕一副会長、鈴村君、

大変お世話になりました。

谷川浩司君

ベトナム水支援事業、全て完結いたしました。同行頂

きました後藤裕一副会長、大西幹事、ご支援いただき

ました皆様、有難うございました。

竹田竜一郎君

先日は、亡父の葬儀に会からの供花・弔電を賜りまし

て、誠に有難うございました。近親者のみの家族葬に

て執り行いました。事後のご報告となりました事、何

卒ご容赦いただきたくお願い申し上げます。



伊藤正征君

２月３日国府宮はだか祭り、はだか男として参加して

来ました。神男の異例のスピードに驚きましたが、三

年振りに再会するはだか男の仲間に会えて、褌を巻き、

背筋が伸びる気持ちとなる一日でした。

加藤春視君

お陰様で沢山の酒税納めさせて頂いています。誠に有

難うございます。

北野庸夫君

節分会の食事会の残金。久々に堀江和尚にお会い出来

ました。

酒井君、有難う！

青本道春君

ニコボックスの皆様、一般ロータリーの皆様より早く

から準備され、有難うございます。ニコボックスはに

こやかに例会に臨む入口、ニコボックスの皆様に感謝。

木戸真弓君

久し振りに出席させていただきました。本日は司会を

務めます。よろしくお願いします。

大竹敬一君

水谷君、よろしくお願いします。

節分豆まき、有難うございました。

酒井和雄君

八坂神社「提灯祭り」ご協賛会社、栗木運輸（株）栗

木君、有難う。

2月3日節分会、栗木君、北野君、山田幹夫君、大竹君、

加藤春視君、田中君、渡辺君、楽しい1日でした。有

難う。

服部竜也君

ミンガラバー、明後日からミャンマーに行って来ます。

家田安啓君

昨日、ビギンのコンサートに行って来ました。楽しか

ったです。

神野恭寿君

谷川委員長をはじめとする国際支援活動ご参加の皆様、

事業意疲れ様でした。事業報告楽しみにしております。

黒野晃太郎君

家内の誕生日祝い有難うございました。

水野 眞君

春の気配を感じます。うれしいです。

中澤浩一君

ニコボックスの皆さん、ご苦労様です。

卓話楽しみです。

小倉廣三君

津島税務署長大島幹夫様、本日卓話、よろしくお願い

いたします。

田中正博君

2月3日の節分で甚目寺観音に行って、豆まきでコロナ

外～福は内～とお願いして来ました。

横井久雄君

本日、早退させていただきます。

合 計 ６４，７２２円

卓 話

「酒類業の健全な発達」

津島税務署長 大島幹夫氏

なぜ、税務署長が酒類業の話をするのか。

国税庁が果たすべき任務について、財務省設置法第19条

において、①内国税の適正かつ公平な賦課及び徴収の実現、

②酒類業の健全な発達及び③税理士業務の適正な運営の確

保を図ることと定めています。

酒税、お酒の税金に関する申告、納付、調査という仕事

は①の任務に入りますので、②の酒類業の健全な発達につ

いては、酒税とは別に、「酒類業の健全な発達」という任務

が国税庁に課せられているということです。

したがいまして、本日は、国税庁の任務の一つである「酒

類業の健全な発達」について、お話しします。

「酒類業の健全な発達」とは、酒類業の更なる競争力強化



や輸出促進などを図る仕事をしていくということです。税

務署は、酒税だけでなく、お酒の業界の将来を考えた仕事

もしているということです。今日の私の話を通じて、皆さ

んにお酒のことを今まで以上に知っていただくことも、「酒

類業の健全な発達」についての取組の一つと考えています。

酒類の国内市場の状況は、少子高齢化、人口減少、ライ

フスタイルの変化、嗜好や好みの多様化等により、国内市

場は全体として中長期的に縮小しています。国内に出荷さ

れた酒類の数量は平成11年度をピークとして減少していま

す。特にビールルの数量が大きく減少し、低価格の発泡酒、

チューハイ、いわゆる第三のビールに消費が移行してきま

した。清酒についても、昭和48年度がピーク、令和2年度

はピーク時の3割以下まで減少しています。一方で、海外

への輸出については、日本酒やジャパニーズウイスキーの

国際的な評価の高まり等を背景に、近年は大きく伸び続け

ています。

本日は、おいしい日本酒を選ぶために、「酒類総合研究所」

が作成した「日本酒ラベルの用語事典」を見ながら、日本

酒のラベルに表示されている内容を基にして、日本酒のこ

とを知っていただきたいと思います。

独立行政法人酒類総合研究所編

「日本酒ラベルの用語事典」より抜粋


